 保険募集上の禁止行為の定め 

株式会社　○○保険プランニング

　保険募集に関しましては、法律（保険業法第300条等）上、募集人が以下の行為を行うことが禁止されていますので、予めお知らせいたします。
当社といたしましては、保険業法等の関連法規、諸規則・諸規定等のコンプライアンスを徹底し、お客さまにご納得、ご満足いただける適正・的確な保険募集を行ってまいります。
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